
令　和　　７　　年　度

下　　　　半　　　　期

嬉　　野　　市

下水道事業業務状況説明書



１　事業の概要

（１）総括事項

（２）業務量

増　　　減

59,507㎥

163㎥

114,821㎥

２　経理の状況

ア　収益的収入及び支出

上半期 下半期 計

879,436 494,175 385,018 879,193 100.0%

294,476 132,772 162,607 295,379 100.3%

290,156 132,362 159,778 292,140 100.7%

584,960 361,400 222,393 583,793 99.8%

0 3 18 21 －

839,021 163,154 648,520 811,674 96.7%

756,369 126,687 606,869 733,556 97.0%

79,652 36,467 41,651 78,118 98.1%

3,000 0 0 0 0.0%

収
　
入

　　本市の下水道事業は、汚水処理による公共用水域の水質保全及び生活環境の向上を図ることを目的

として、効率的で計画的な事業運営を進め安定的な経営に努めています。本年度の事業につきまして、

農業集落排水事業では施設の老朽化に伴う機器の更新を行いました。また、公共下水道事業ではマン

ホール蓋の更新その他処理場の機器の更新を行いました。市営浄化槽事業では、58基の浄化槽を整備

し、水洗化率の向上に向けた取り組みを行いました。

　業務量は、汚水処理水量が1,361,729㎥で前年度に比べ59,507㎥の増加、有収水量は1,359,928㎥で

前年度に比べ114,821㎥の増となりました。

1,359,928㎥

1,361,729㎥

3,731㎥

有収水量

汚水処理水量

一日平均処理量

当期末 前期末

（千円：税込)

1,302,222㎥

3,568㎥

1,245,107㎥

執行率科目
執行額

予算額

特別利益　

事業費用

支
　
出

予備費　　 

事業収益

営業収益

内、下水道使用料

営業外収益

営業費用

営業外費用



イ　資本的収入及び支出

上半期 下半期 計

資本的収入 491,325 47,141 394,115 441,256 89.8%

355,900 0 315,300 315,300 88.6%

38,958 38,958 0 38,958 100.0%

81,107 0 70,687 70,687 87.2%

15,360 8,183 8,128 16,311 106.2%

資本的支出 671,468 225,857 389,203 615,060 91.6%

270,330 26,006 187,920 213,926 79.1%

401,138 199,851 201,283 401,134 100.0%

科目 予算額
執行額

執行率

（千円：税込)

負担金等

収
　
入

建設改良費

企業債償還金

企業債

支
　
出

他会計補助金

国庫補助金



３　予算の概要及び事業の経営方針

（総則）
第１条　令和８年度嬉野市下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）
第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）接続戸数 ４,５２５ 戸
（２）年間総処理水量 １,３３６ 千㎥
（３）一日平均処理水量 ３,６５８ ㎥
（４）主要な建設改良事業

３６,７００ 千円
１３,３１０ 千円

（ハ）市営浄化槽設置工事 １０３,９２５ 千円

(収益的収入及び支出）
第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

第１款 ８６６,１８５ 千円
　 第１項 ２７３,９７３ 千円

第２項 ５９２,２１２ 千円

第１款 ８５５,２０１ 千円
　 第１項 ７７５,３４２ 千円

第２項 ７６,８５９ 千円
第３項 ３,０００ 千円

(資本的収入及び支出）
第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的
　　支出額に対し不足する額１６６，１８４千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本
　　的収支調整額７，７９７千円、過年度分損益勘定留保資金１１９，０５１千円、当年
　　度分損益勘定留保資金３９，０２０千円及び、当年度利益剰余金額３１６千円で補て
　　んするものとする。）

第１款 ４３７,６３６ 千円
　 第１項 ３３１,７００ 千円

第２項 ３９,７００ 千円
第３項 ５０,４２６ 千円
第４項 １５,８１０ 千円

第１款 ６０３,８２０ 千円
　 第１項 １８３,７５２ 千円

第２項 ４２０,０６８ 千円企 業 債 償 還 金

他 会 計 補 助 金
国 庫 補 助 金
負 担 金 等

支　　出

資 本 的 支 出
建 設 改 良 費

企 業 債

下 水 道 事 業 収 益
営 業 収 益
営 業 外 収 益

支　　出

下 水 道 事 業 費 用
営 業 費 用
営 業 外 費 用
予 備 費

収　　入

資 本 的 収 入

令和８年度　嬉野市下水道事業会計予算

（イ）農業集落排水機器更新設計及び工事
（ロ）公共下水道管路更新工事

収　　入



（債務負担行為）
第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

期　間

令和９年度

令和９年度から
令和１０年度ま

で

令和９年度

（企業債）
第６条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

限　度　額 起債の方法 利　率 償還の方法

107,900千円
普通貸借又は証
券発行

3.0％以内（ただ
し、利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て、利率見直しを
行った後において
は、当該見直し後の
利率）

政府資金について
は、その融資条件
により、銀行その
他の場合にはその
債権者と協定する
ものによる。ただ
し、企業財政その
他の都合により据
置期間及び償還期
限を短縮し、又は
繰上償還もしくは
低利に借換えする
ことができる。

223,800千円 〃 〃 〃

（一時借入金）
第７条　一時借入金の限度額は、３００，０００千円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）
第８条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

　　・消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用及び営業外費用の間の流用

（議会の議決を経なければ流用することができない経費）
第９条　次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又は
　　それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

　　・職員給与費 ５３,４６４ 千円

（他会計からの補助金）
第１０条　下水道事業費用及び資本的支出の一部に充当するため、一般会計からこの会計へ補
　　助を受ける金額は、４１３，０００千円である。

（利益剰余金の処分）
第１１条　当年度未処分利益剰余金のうち３１６千円は、資本的収入額が資本的支出額に対し
　　不足する額の補てんに処分するものとする。

令和８年２月２７日提出

嬉野市長　山 口　卓 也

公営企業会計システム更新業務 予算で定める額

起債の目的

下水道事業

資本費平準化債

事　項 限　度　額

脱水汚泥・し渣（収集・運搬・処
分）に係る委託料

予算で定める額

佐賀西部広域水道企業団徴収委託
料

予算で定める額


